
 

 

 

 

 
 

 

校庭の木々の緑が目にまぶしい季節となりました。 

保護者の皆様におかれましては、先月の学級懇談会へご出席いただき、ありがとうございました。 
新型コロナウイルス感染防止対策を行いながらの教育活動が続いている中、先月の「１年生を迎える

会」は発表学年と１年生が対面で紹介し合うとともに、その他の学年はGIGAタブレット端末を使った

生放送を視聴し、１年生を上青木小の仲間として令和４年度をスタートしました。 
ところで、今回の「１年生を迎える会」で活用したGIGAタブレット端末は、国を挙げての『ＧＩＧ

Ａスクール構想』の下、川口市が児童一人一人に配布したタブレット端末です。 
文部科学省は、新型コロナ感染が流行する前から『ＧＩＧＡスクール構想』を打ち出しており、 

「一人１台端末は令和の学びの『スタンダード』」と位置づけ、今までの学習にＩＣＴを加えて、学習活

動の一層の充実や主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を推進する、という目的を示してい

ます。そこに新型コロナの流行が加わり、家庭でも授業が受けられるように、学びを保証できるように

、との思いから、急速に進められてきた、という経緯があります。 
上記に示した『ＩＣＴ』という言葉ですが、これは「Information & Communication Technology」とい

う英語の略です。つまり、情報通信技術のことを表します。もっと簡単に言うと、インターネットやタ

ブレット端末、デジタルコンテンツなどのデジタル技術のことを指すと言われています。 
これからの日本社会で、インターネットが普及し情報が簡単に手に入るようになるとともに、ＡＩと

いわれる人工知能を中心とした社会が形成されていく中、従来の教育で行っていたような知識をもつこ

とよりも、情報をどう効率よく活用できるか、また人工知能をどう意識して教育を行わなければならな

いか、ということが問われています。子供たちに情報活用能力を身につけさせながらマスコミ等でも報

道されている学力を向上させることが、これからの学校教育になることが想定されます。 
川口市では昨年度から市内小中学校児童生徒一人一人に配布したタブレット端末を使った学習が始ま

っています。タブレット端末とは、スマートフォンとパソコンが一台になったような機械で、これがあ

れば、教室でも校庭でも家庭でも、インターネットで情報を手に入れたり、友達と通信したりすること

ができることから、これからの学習を大きく変える可能性を秘めています。 
万が一、再び「新型コロナウイルス」による臨時休校が実施された場合は、家庭に居ながらにして動

画で学習したり、リモートで先生やクラスメートと学習したりするなどの学習活動が実施されることが

予想されます。家庭への持ち帰りも含めて保護者の皆様にご協力いただくことがあるかとは思いますが

、よろしくお願いいたします。 
５月も引き続き、「感染対策」と「学びの両立」を図りながら、教職員一丸となって目指す児童像を

意識して、教育活動を進めてまいりますのでご理解とご協力をお願いいたします。 
 
 
 
 
 

『鉄（てっとう）塔』 

【家庭における感染防止対策について】 



  


